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 質問者 そういう思いになられたのは、ずっと後になってからということですね。 





























 質問者 Murray Peshkinですか。 
 濵 そうです。 
 質問者 これをいただきたかったのは、コピーがありますからってここに書いておられるので。 












































 質問者 そのとき博多から長崎に行く列車は特別に出たのですか。 
 濵 いや、そんなことはないですよ。普通の汽車が行っていたのだけども、途中で空襲警報が時々
出る度にトンネルに逃げ込みしばらく待っていましたので、時間は随分かかったのです。 




 質問者 長崎駅にはもう入れない状態だったのでしょうね。 
 濵 入れなかったんですね、そのときは。 
 質問者 じゃあその駅で降りた？ 
 濵 いや、そうじゃないのです。長崎に着く前の駅で見た状況が余りひどそうなので、みんなびっ
くりしたのです。汽車が長崎の谷に入ったら、もう見渡す限り焼け野原でした。 





 質問者 汽車は長崎駅まで行ったのですか。 
 濵 いや、行かなかった。途中で降りたのです。長崎の谷で見たものは全部焼け跡の瓦礫の山で見
渡す限り生き物の気配は全く見えず本当に地獄に落ちた様でした。 




 質問者 市役所がある中心街はまだ残っていた。 
 濵 残っていたのです。だから支那寺なんかのあたりは壊れてないのです。 
 質問者 そちらの方には人はいたのですか。 
 濵 いたのです。 
 質問者 そうですか。その前に広島の原爆の話は、九大には来ていないのですか。 
 濵 全然来てなかった。ひどい被害だということだけは聞いてましたけど。 
 質問者 広島のときは、九大には要請はなかったのですか。 
 濵 来ておりません。あそこはね、ほとんど陸軍がやったと聞いています。 
 質問者 全部陸軍が。 
 濵 やったのです。あそこは大きな軍事基地だった。それから呉にも近いしね。だから軍がほとん
どやったのだと思います。 
 質問者 大学の医学部の学生を使った救護班は編成されなかった。 
 濵 正確には知りませんが、なかったと思います。福岡ではただ特殊爆弾というのが落ちたという
話を聞きました。 
 質問者 そういった話だけで、具体的にどういうものかは…。 
 濵 ええ。全然聞かなかったのです。報道もすごく統制されていましたからね。 
 質問者 じゃあその長崎の場合も、どうもやられたということだけを聞いて急遽行ったのですね。 
 濵 そんな具合だったと思います。 
 質問者 そのときに平野さんというお友達と濵さんの2人がどうして行きたいと言ったのですか。 
 濵 さっき言った様に、僕の兄は第二外科の助教授をしていて、平野君はその医局に出入りしてい
ましたので、救護班の話を知ったのです。 
 質問者 とにかく行って見てみたいというのがやっぱりあったのですか。 
 濵 6月の福岡空襲で私たちにも手伝うことがあることを知っていたのです。 
 質問者 自分もやれるということですか。 
 濵 医者は1人もいないのだという話でしたから「行って手伝おうか」と言って行ったのです。 
 質問者 実際行って、救護活動をされたということですが、救護した場所は浦上の爆心地の近くで
すか。 
 濵 山里国民学校というのがあるでしょう。ここなのです（写真を示す）。 
 質問者 これですか。ああ、すごい。残ってるんだ。 
 濵 だからここらは全部こういう。 




 質問者 みんな倒れているわけだ。 
 濵 本当にこんな感じでしたね。もちろんこの写真は僕が撮ったのではないのです。 




 質問者 じゃあ電車の客車がそのまま放置されていた。 
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 濵 バラバラに壊れた電車の椅子に座ったままの死体が並んでいました。 
 質問者 当然こういう死体が転がっていても、収容することは…。 
 濵 そのときまではまだ収容はやってなかった。 
 質問者 じゃあ完全に野晒し？ 
 濵 野晒しでしたね。それは見ましたけど、さっき言ったみたいに、襤褸は見ていないのです。襤
褸の写真も無く、被爆直後を見た人の記憶による絵しかない訳です。 
 質問者 そうですね。 






 質問者 これは長崎の写真家が自分で撮って歩いて… 
 濵 撮っておられたのです。 
 質問者 じゃあ本当の直後ですね。 
 濵 直後ですね。そして、私たちもまさにこの状況のところを歩いたわけです。 
 質問者 この写真はどうやって手に入れたのですか。 
 濵 原爆記念館の写真集からです。こういうことに使えますよという許可をもらったのです。この
写真は違います。これは原爆記念館にたまたま行ったら、「おや、僕じゃないか」と。 
 質問者 自分が写っていた。 
 濵 この写真の子なのですよ。頭の毛が抜けてしまっていてね。島田さんという女の子だったと思
います。多分あとでお話しする原爆症で亡くなったと思います。 
 質問者 山里国民学校の場合、窓とかは、当然吹き飛ばされてますよね。 
 濵 それはもう本当に窓は吹き飛ばされ、建物の中は壁が落ち、床板は剥がれてしまっていて、そ
れを並べ直して、その上に筵を敷いて収容したのです。 



























 質問者 学校と宿舎は近くにあったのですか。 
 濵 そこら辺には泊まるところはなくて、この辺なんです（地図を示す）。 




 質問者 富貴楼ですか。 
 濵 富貴楼に泊まって、次の日の朝、出かけていきました。 
 質問者 歩いてですか。 
 濵 途中までトラックで行けるのですけど、あとは歩いて行くのです。 





 質問者 道のあちこちに。 







 質問者 各自が勝手にやるんですね。 
 濵 死体の処理について、本当に不思議な体験をしました。私の中学時代の友人で中島君という人
は、当時九大工学部の学生だったので、山里に近いお姉さんの家に泊まって、香焼島造船所で勤労奉






 質問者 それぞれが自分たちで。 
 濵 自分で骨を。長崎医大でも低学年の学生はほとんど死んでいますから、父兄の人達は教室やな
んかにある骨の中から何かの手掛かりで、縁者の骨らしいものを見つけて持って帰られたのです。 





 質問者 長崎医大はかなり爆心地に近いですが。 
 濵 非常に近いです。 









 濵 山里には九大だけだった様に思います。 
 質問者 九大だけだった。 
 濵 はい。だけど海軍の人たちが初めちょっとやっていたのです。それを引き継いだわけです。 
 質問者 じゃあ次の日の12日に着いたときには、既に軍の。 
 濵 軍というか、看護兵が3人くらいいました。 








 質問者 調査団？ 
 濵 来ましたよ。甘利さんといったかな。たしかね、福竜丸っていったかな。 
 質問者 ああ、第五福竜丸。 
 濵 第五福竜丸の被爆者治療に当たられた甘利さんがあのときも東大の内科の助教授で来ておら
れました。東大の調査団は多分、清水教授が団長で、米軍の調査団と一緒に来たのだと思います。 
 質問者 救護というよりは調査。 
 濵 そうだと思います。 
 質問者 東大はいわゆる調査団として来ていた。 
 濵 そうだと思います。 
 質問者 でも調査の主体は米軍になるのですね。 
 濵 そうでしょうね。 
 質問者 米軍がやって来る前、戦争が終わる前に、調査団みたいなものは？ 
 濵 それは来ていません。 




















 質問者 その人だけが生き残ったのですか。 
 濵 じゃないかと思いますよ。 
 質問者 ほとんどの人は？ 
 濵 全部亡くなったと思います。山里にいた人なんかもね。 
 質問者 話は戻りますが、これが原子爆弾だという情報や認識は、九大を出発したときからあった
のですか。 
 濵 ないのです。 
 質問者 最初はやはり特殊爆弾みたいなものだとか。それもなかったのですか。 
 濵 もっとのん気な話で、ピカドンって知っているでしょう。 















 質問者 長崎に救護団が20人くらい行って、その中で被爆した方はいらっしゃるのですか。 
 濵 白血病になって1人亡くなったと聞いています。 
 質問者 それはいつ発症したのですか。 
 濵 はっきり知りませんが、数年後になってからですよ。 
 質問者 随分後になってから。 
 濵 そうです。私自身も、長崎にいる10月頃に白血球が1200 くらいになったことがありますよ。 
 質問者 誰もがそういう異常が出たのですか。 
 濵 誰でもかどうかは知らないけど、かなりの影響があったのだと思います。爆心地に比較的近い
所で救護をやっていましたから。 
 質問者 そういう体の異常は個人差があると思うのですけど。 
 濵 物すごくありますね。 
 質問者 早い場合は、救護活動中に出てくることがあったのですか。髪が抜けてくるとか。 
 濵 私の場合、貧血と白血球減少だけで、髪は抜けなかったです。最近、先生は原爆が役に立って
長生きしてるんじゃないかと言われることがありますよ。 
 質問者 逆に（笑）。 
 濵 言われることがありますよ。 






 質問者 それは戦後大分たってから。 



































 質問者 最初に20人行ったメンバーがずっと10月まで残っていたのですか。 
 濵 いや、そうじゃありません。 
 質問者 だんだんと替わられたのですか。 
 濵 全部そのときに引き揚げちゃった。それであと3人だけが新興善に残った。 
 質問者 徐々に減っていった？ 
 濵 いや、一度に帰ったの。 
 質問者 それはいつごろですか。 
 濵 8月末近く。 
 質問者 8月末に一斉に帰って、3人だけ残られた。 
 濵 帰っちゃった。で、僕らは。 
 質問者 10月。 
 濵 いえ、一緒に帰ったんですよ、一応。 
 質問者 一度帰ったんですか？ 
 濵 だけども人を残しているでしょう。それでまた行ったのです。 
 質問者 それは3人が自発的にですか。 






 質問者 山里国民学校の救護班は8月末に帰ったのですね。 
 濵 もう解散しちゃったわけです。第1次救護班は。 
 質問者 帰って、その後に自発的に2人で戻った。 
 濵 自発的に行っているのだから、何も命令されて行っているわけじゃないのです。だから遊んで
いると言われたんです。 
 質問者 そのときは山里国民学校ではない、別のところですか。 
 濵 新興善というところです。「新しく」、「興る」、「善い」。それはつい最近までありましたよ。後
で長崎医大の附属病院になったのです。 
 質問者 一旦帰られてまた来られるまでの間はどのくらいあったのですか。 
 濵 すぐ行きました。 
 質問者 数日という感じですか。 
 濵 はい。 
 質問者 じゃあ新興善は全く別の患者さんを。 
 濵 全く別でした。 
 質問者 8月末で山里国民学校はどうなったのですか。 
 濵 ええ。それこそ閉鎖になったのですよ。山里に行ってみたらなかったのです。それで新興善に
移っているというのを聞いて、そっちに行った。 
 質問者 8月末段階で、大体半月くらいの間に、患者さんのほとんどは亡くなった？ 
 濵 ほとんど亡くなりました。直接大量の被爆をした人は。 
 質問者 中でも軽症患者だけは九大に送ったのですね。 
 濵 九大に送りましたね。 
 質問者 それで解散なんですね。 
 濵 ええ。だから新興善に行ったのは、平野・濵の2人と後から来た猪野君の3人だけでした。 
 質問者 そうしますと、新興善の救護所は、1次より2次被爆の人を。 
 濵 2 次被爆の人達はそれぞれ地元の医師の治療を受けた人が多いと思います。私が行った 8 月の
終わりに近い頃は、直接被爆したが、何らかの理由で重症にならなかった人達だったと思います（濵
氏註：2次被爆とは、私達の様に、被爆地に後から入って残留放射能による被爆を指します）。 
血便を出した人や酷い火傷のあった人達は亡くなり、8 月末から 9 月初め頃の被爆者達の症状は、
貧血と脱毛が主で大体落ち着いていました。貧血がありますので、それで私達は血液検査をしていま
した。そのデータは全部召し上げられました。持って帰っちゃいけなかったのです。 
 質問者 そのデータは、新興善の救護所に置いていったのですか。 
 濵 ええ。でも、どうなったか知りませんよ。 
 質問者 実際、そのデータはどこが管理していたのですか。 
 濵 知りません。 















だったですよ。たださっきみたいに、”Vessel is too small！”ということは言いましたけど、割と
よかったです。そして、国際赤十字からは薬をたくさん送ってきました。 
 質問者 じゃあ薬は赤十字経由で全部来たのですね。 
 濵 ええ、赤十字から。いろいろな薬品が入っていて、サルファ剤という消化器の感染症とか、傷
に使うようなものがよく入ってきました。だから助けられたという感じが確かにありました。 
 質問者 それは2度目に行かれたころからの話ですね。 
 濵 もちろんそうです。 
 質問者 最初の山里時代、12日に入ってから、3日経つと15日ですね。玉音放送は聞きましたか。
ラジオがないでしょうが…。 
 濵 天皇の放送は全然聞いていないのです。 










 質問者 敗戦を知って。 
 濵 ええ。しかし、被爆者にとっても、我々にとっても、原爆症との闘いは始まったばかりで、終
戦なんかないと思い直して次の日の診療に出かけて行ったのです。 









 質問者 その祈りの姿を最初に見たのは、山里の救護所に入ってすぐですか。 
 濵 そうです。敗戦を知る前くらいの時期ですよ、それを見たのは。 
 質問者 祈りは日課ですから、毎日あるんですね。 
 濵 毎日ずっと続いていましたよね。それで順々にその人たちは全部死んでしまった。 
 質問者 少なくなっても毎日行っていた？ 
 濵 ええ。 
 質問者 祈りの時間は決まっていたのですか。 
 濵 夕方です。 






















 質問者 そうですね。 
 濵 こちらはかり出されて死ぬんですけどね。 
 質問者 山里の救護所にいるときに初めて米軍に会ったのですか。それはいつですか。 
 濵 そのことは、正確に覚えていません。多分、山里のころの最後くらいに会ったんじゃないかと
思いますがはっきりしません。 





















 質問者 意外と平穏に。 










 質問者 そうなんですか。 
 濵 そういうことは酷く杓子定規だと思いましたね。看護婦さんは帽子と腕に赤十字のマークを付
けていたのですが、それは全部剥ぎ取られたのです。 
 質問者 敗戦国になって、国家としては無くなったわけですからだめだと。 
 濵 知りませんが、とにかくだめだということで。 
 質問者 全部没収ですか。 






 質問者 これはどこから配給が来るのですか。 
 濵 それは知りません。 












 質問者 山里時代も水とか急に必要なものがあったと思うのですが。 
 濵 水はね、井戸があったんですよ。 
 質問者 それは近くの井戸ですか。 
 濵 近くの井戸から汲んできた。 
 質問者 放射線に汚染されている可能性があるのでは。 
 濵 かもしれないけど、それを言っちゃいられなかった。 
 質問者 というか、その当時はわからなかった。 
 濵 わからなかった。 
 質問者 そういう認識はなかったのですかね。 
 濵 ないですね。 
 質問者 とにかくその井戸から水を汲んだ。 
 濵 水を汲んできて、それで消毒薬をといたりなんかして。 
 質問者 御自身も飲まれていたのですか。 
 濵 飲んだんでしょうねえ。飲まないと生きて行けませんもの。そう思いますよ。覚えていません
ね。 
 質問者 アメリカ軍の調査団とさっきの東大の調査団はセットで来たのですか。 
 濵 一緒に来たように思いますが、はっきりは憶えていません。 
 質問者 どのくらいの期間調査をしていたのですか。 
 濵 かなり長くやられたような気がしますね。調査団の甘利さんという方は、気さくな方で「花も
嵐も踏み越えてか」なんて歌を歌いながら顕微鏡を見ておられた。その人から斎藤茂吉の歌を教えて
もらった。「あはれあはれ ここは肥前の長崎か 唐寺の甍に降る寒き雨」。御存じですか。 
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 質問者 いえ、それは知らなかったです。 
 濵 『赤光』の歌です。それを教えてもらいました。そういう方だったのです。 
 質問者 調査団は具体的にどういう調査を？インタビューを受けたのですか。 
 濵 それは知らないんですよ。どういう調査か。多分ね、視察だったと思いますよ。軍隊が来たり
なんかしたのは。学生はインタビューを受けていません。 
 質問者 何かそれに協力をされたことはないのですね。 
 濵 ないですよ。 




















 質問者 止血剤が回ってきたとき、実際そのお母さんが言ったのですか。 
 濵 そう言いました。 
 質問者 お母さんに最初に？ 
 濵 差し上げました。けれどもみんな亡くなりました。 









 質問者 最初は何らかの形で被爆していて、それが発症するというのはやはり期間があるのですか。 
 濵 そのときの壊れ方によって、生き残った細胞が生き延びた時間の差によって起こってきたのだ
と思います。 
 質問者 大体数カ月くらいですか。 
 濵 いや、いや、高い放射線障害を受けた人は 1 カ月半くらいで全部亡くなりました。DNA に小さ
な障害が出来た人はあとで白血病や癌などになる確率が有為に高いようです。 















 質問者 じゃあ新興善の救護所では、ある時期突然一気にふえたのですか。 
 濵 はい。一気でした。私達が帰ったのは、その状況が一応おさまって、また後、その次の波が来
たのだろうけど、一応状況がおさまった段階で帰ってきたのです。それが 10 月末でした。11 月初め
か、その時期でしたよ。 
 質問者 8 月末に福岡に帰って、またすぐに戻って、実際 2 カ月近く新興善で救護をやったのです
ね。 
 濵 はい。やりました。 
 質問者 そのときの九大のメンバーは3人。 
 濵 だけでした。時々九大から来られたけれど。 
 質問者 たまに短期で。 
 濵 ええ。来られましたね。さっき私達にお説教をした助教授もそういうことで来られた。 
 質問者 来て、その場でそういうことを言ったんですね。 
 濵 ええ。 
 質問者 8月 13日に西部軍の要請で九州帝国大学が長崎に入っていますね。 
 濵 13日？ 着いたのが。 
 質問者 それから 30 日くらいにも、厚生省と九州総監部の委嘱による九大医学部が長崎に入って
いますね。 
 濵 なんかそういうのが調査に来られたんでしょう。 









 濵 僕も正確じゃないのだけど、12日の朝だった気がしますね。11日に出かけて。 
 質問者 それがこの13日に相当するのかな。 
 濵 多分そうですね。 
（濵氏註：他の人の記憶も11日出発、12日朝着が多いようです。） 
 質問者 西部軍の要請だったみたいですね。あと 8 月 14 日、呉鎮守府の調査団が長崎に入ってい
るようですね。 
 質問者 軍の救護活動中に、アメリカではなくて、日本軍の関係者は何人か来ましたか？ 
 濵 それがね、新興善には海軍の川棚の人が来ていらしたらしいのですよ。だけど山里には看護兵
だけしかいなかったですよ。 
 質問者 特に軍が状況を見に来るとか、そういったことはなかったのですか。 
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 濵 長崎はやっぱり海軍の管轄だからかな。 
 質問者 ああ、そういうこともあるのですね。 
 濵 佐世保がありますからね。陸軍関係はなかったような気がします。 
 質問者 海軍は看護兵のような誰か来ましたか。新興善のときですが。 
 濵 新興善は、今言った軍医さんが2人いらした。それは川棚から来られたのです。 
 質問者 山里時代は。 
 濵 いなかったですよ。看護兵がおられたけど、それはどこの看護兵か憶えてないですね。 
 質問者 わからないとうことですね。では、実際 10 月に帰ってきて、復学というか、また医学部
に戻られるのですね。これはもう通常の講義になるのですか。 
 濵 それからは普通の講義が始まりました。 
 
(後略) 
  
（終了） 
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